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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

パート鋭

【
認
定
証
等
の
手
続
き
】

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
印

鑑
（
認
め
印
で
も
可
）
を
窓
口
へ
持

参
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
の
手
続
き
を
希
望
す
る
場
合

は
、
申
請
書
を
送
付
す
る
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
不
要
の
場
合
】

①
平
成
　
年
3
月
以
前
に
交
付
し
た

24

限
度
額
適
用
認
定
証
等
を
持
っ
て
い

る
人
　
平
成
　
年
3
月
以
前
に
入
院
し
、

24

既
に
「
限
度
額
適
用
認
定
証
等
」
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
記
載
さ
れ
て
い

る
有
効
期
限
ま
で
、
平
成
　
年
4
月

24

以
降
の
外
来
受
診
時
で
も
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
有
効
期
限
が
切
れ
た
場

合
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
限
度
額
適
用
認
定
証
の
適
用
区
分

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

②
人
間
ド
ッ
ク
受
検
者
は
、
当
該
年

度
に
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い

な
い
。

【
限
度
額
】

胸
人
間
ド
ッ
ク
…
3
0
街
0
0
0
円
。

胸
脳
ド
ッ
ク
…
2
0
街
0
0
0
円
。

【
手
続
き
】

①
検
査
医
療
機
関
を
予
約
す
る
（
指

定
医
療
機
関
な
し
）。

②
申
請
書
を
記
入
し
、
検
査
日
よ
り

1
週
間
前
ま
で
に
、
本
庁
・
支
所
へ

提
出
す
る
（
申
請
書
は
左
記
窓
口
、

印
旛
支
所
・
本
埜
支
所
で
配
布
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）。

※
検
査
後
の
申
請
で
は
、
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯
内

線
2
8
6
～
2
8
7
）。

国
民
健
康
保
険

　
　
こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

【
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
場

合
・
加
入
し
た
場
合
】

　
会
社
を
辞
め
た
な
ど
の
理
由
で
健

康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
、

本
人
と
被
扶
養
者
は
国
民
健
康
保
険

②
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る

人　
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る

人
は
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
等
」
の

交
付
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
通
常

ど
お
り
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
」
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

③
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
非
課
税
世

70

75

帯
等
で
な
い
人

　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
非
課
税
世

70

75

帯
等
で
な
い
人
は
、「
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
」
に
よ
り
所
得
区
分

が
確
認
で
き
る
た
め
不
要
で
す
。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯
内

線
2
8
5
～
2
8
7
）。

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
検
査
助
成
の
申
請

　
国
民
健
康
保
険
に
1
年
以
上
加
入

し
て
い
る
　
歳
以
上
で
、
次
の
要
件

40

を
満
た
し
て
い
る
人
は
、
事
前
申
請

す
る
こ
と
で
検
査
費
用
の
2
分
の
1

の
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

【
要
件
】

①
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

　
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る

　
　
　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ

　
こ
れ
ま
で
は
、
高
額
な
外
来
診
療

を
受
け
た
と
き
、
ひ
と
月
の
窓
口
負

担
が
自
己
負
担
限
度
額
以
上
に
な
っ

た
場
合
で
も
、
一
度
そ
の
額
を
支
払

い
、
後
で
高
額
療
養
費
と
し
て
お
返

し
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
4
月
1
日
か
ら
は
、
医

療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
限
度
額
適
用

認
定
証
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、
限
度

額
を
超
え
る
分
を
支
払
う
必
要
は
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
薬
局
、

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
つ
い
て
も

同
様
の
取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

国
保

胸限度額適用認定証の適用区分胸
噛自己負担限度額70歳未満(月額)

4回目以降３回目まで所得区分
支給回数

83,400円
150,000円

【医療費が500,000円を超えた場合】
150,000円＋（医療費の総額－500,000円）×1％

上位所得者※1

44,400円
80,100円

【医療費が267,000円を超えた場合】
80,100円＋（医療費の総額－267,000円）×1％

一般

24,600円35,400円住民税非課税世帯※2

※1　上位所得者とは、同一世帯のすべての国保被保険者の基礎控除後の所得の合計額が600
万円を超える世帯に属する人。また、所得がないと、上位所得者とみなされます。
※2　住民税非課税世帯とは、同一世帯の世帯主とすべての国保被保険者が住民税非課税の世
帯に属する人。

噛自己負担限度額70歳以上75歳未満(月額）

世帯単位の限度額（入院＋外来）外来（個人単位）所得区分

80,100円
【医療費が267,000円を超えた場合】

80,100円＋（医療費の総額－267,000円）×1％
44,400円現役並み所得者※3

44,400円12,000円一般
24,600円8,000円低所得衛※4

15,000円8,000円低所得英※5

※3　現役並み所得者とは、同一世帯に住民税課税所得が145万円以上の70歳以上75歳未満
の国保被保険者がいる人。ただし、該当者の収入が単身で383万円未満、複数人で520万円未
満の場合は、申請により「一般」の区分と同様となります。
※4　低所得衛とは、同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の世帯に属する人
（低所得英以外の人）。
※5　低所得英とは、同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所
得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円として計算）を差し引いたときに0円とな
る人。

胸国民健康保険の手続き胸
手続きに必要な物こんなときは手続きを区分

転入届・印鑑印西市に転入した
国
保
に
加
入
す
る
と
き

職場の健康保険をやめた証
明書・印鑑

職場の健康保険をやめた
（退職した、扶養家族から
外れた）

母子健康手帳・印鑑・世帯
主の預金口座（出産育児一
時金が支給される場合）

子どもが生まれた

保護廃止決定通知書・印鑑生活保護を受けなくなった
外国人登録証明書外国籍の人が加入する
保険証・印鑑印西市から転出する

国
保
を
や
め
る
と
き

国保と職場の両方の保険
証・印鑑

職場の健康保険に入った
（就職や扶養家族になった）

保険証・死亡を証明する物・
印鑑・葬祭を行った証明書
類・葬祭を行った人の預金
口座（葬祭費支給のため）

死亡した

保護開始決定通知書・保険
証・印鑑

生活保護を受けるように
なった

保険証（加入者全員）・印
鑑

市内で住所が変わった、世
帯主が変わった

そ
の
ほ
か

在学証明書・保険証・印鑑子どもが就学のため、ほか
の市町村に行く

印鑑・使えなくなった保険
証

保険証を紛失した、または
破損して使えなくなった

保険証・年金証書・印鑑退職者医療制度の対象に
なった

※保険証を交付する際、上記のほかに本人を確認できる書類
（運転免許証・・住民基本台帳カードなど）をお持ちください。

怯
印
西
市
企
画
提
案
型
協
働
事

業
「
寺
小
屋
吉
岡
」
市
民
歴
史

講
座
第
二
期
生
募
集

　
明
治
　
年
築
の
歴
史
空
間
で
木
下

24

河
岸
と
舟
運
の
歴
史
を
学
び
ま
せ
ん

か
。

■時 
①
4
月
　
日
、
②
5
月
　
日
、
③

22

20

6
月
　
日
、
④
7
月
　
日
の
日
曜

17

22

日
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
　
時
　

10

11

45

分
（
全
4
回
）。

■場 
吉
岡
ま
ち
か
ど
博
物
館
（
木
下
1

4
8
4
）。

■内 
①
木
下
街
道
と
木
下
河
岸
、
②
蒸

気
船
か
ら
み
る
木
下
の
明
治
、
③
印

西
の
蔵
・
町
屋
、
④
木
下
河
岸
と
周

辺
の
村
々
（
講
座
テ
ー
マ
は
予
定
）。

■定 
　
人
。

10
■費 
各
回
5
0
0
円
を
予
定
。

■申 
電
話
か
メ
ー
ル
で
左
記
へ
（
先
着

順
）。

■問 
木
下
ま
ち
育
て
塾
（
■携 
0
9
0
―

3
5
2
9
―
4
9
9
0
・
■メール m

ach
iju
k
u
@
g
m
ail.co

m

・
■ＨＰ h

tt
p
://k
io
ro
sh
im
a
c
h
iju
k
u
.

w
e
b
.fc2
.co
m
/

）。

怯
印
西
少
年
少
女
合
唱
団
「
第

1
回
定
期
演
奏
会
」

　
金
子
み
す
ゞ
詩
6
曲
ほ
か
、
練
習

の
成
果
を
発
表
（
入
場
無
料
）。

■時 
4
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
～
（
開

14

場
は
1
時
　
分
～
）。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■問 
榎
戸
（
■携 
0
9
0
―
9
8
3
7
―

2
8
1
4
・
■メール in

zaig
assh

o
u
d

an
@
y
ah
o
o
.co
.jp

・
■ＨＰ h

ttp
:/

/in
zaich

o
ru
s.w
e
b
.fc2
.co

m
/

）。

怯
犬
・
猫
譲
渡
会

■時 
4
月
8
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

11

2
時
。

■場 
B
Ⅰ
G
H
O
P
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ
。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■ＨＰ h

ttp
://asn

o
ah
.n
o
o
r.jp
/

）。

怯
コ
ス
モ
ス
新
体
操
ク
ラ
ブ

「
新
体
操
特
別
教
室
」
を
開
催

　
新
体
操
に
興
味
の
あ
る
人
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■時 
4
月
5
日
牙
・
6
日
画
、
4
月
　12

日
牙
・
　
日
牙
の
2
日
間
ず
つ
・
①

19

午
後
4
時
～
4
時
　
分
、
②
午
後
5

50

時
～
6
時
、
③
午
後
6
時
～
7
時

（
一
日
参
加
も
可
）。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■対 
①
幼
児
5
歳
以
上
、
②
小
学
1
～

3
年
生
、
③
小
学
4
年
生
以
上
。

■定 
①
～
③
各
　
人
。

20

■費 
2
街
0
0
0
円
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
谷
口
（
■携 
0
9
0
―
3
5
2
8
―

4
4
5
4
・
■メール h

aw
aiitan

i@
h
o

tm
ail.co

.jp

・
■ＨＰ h

ttp
://co

s
m
o
s.sp
o
rts.o

ffice
liv
e
.co

m
/

）。

怯
相
手
の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か

る
や
さ
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
講
座

　
心
と
言
葉
の
関
係
を
、
参
加
者
同

士
の
会
話
を
交
え
な
が
ら
や
さ
し
く

解
説
し
ま
す
。

■時 
4
月
7
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
、

10

午
後
1
時
～
3
時
。

※
午
前
と
午
後
同
じ
内
容
で
す
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

噛
講
師
…
松
田
竹
雄
氏
（
プ
ロ
コ
ー

チ
）。

■対 
学
生
以
上
の
一
般
誰
で
も
。

■定 
　
人
。

10
■費 
無
料
。

■問 
サ
ン
ア
ー
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
松
田
（
緯
碓55 
3
7
2
6
・
■携 
0

8
0
―
5
0
0
5
―
1
2
2
8
・
■メール 

m
atsu

d
a0
5
0
6
@
g
m
ail.c

o
m

）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

パ
ー
ト
英

（
以
下
、
国
保
）
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
退
職
日
の
翌
日
か
ら
加

入
資
格
が
発
生
す
る
の
で
、　
日
以

14

内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
保
の
加
入
手
続
き
が
遅
れ
て
も
、

加
入
日
は
資
格
取
得
日
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
、
こ
の
期
間
の
保
険
税
も
納
付

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
社
の
健
康
保
険
に
新
た

に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
の
資
格

喪
失
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
資
格

が
な
く
な
っ
た
後
、
国
民
健
康
保
険

証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場
合
、

国
保
の
医
療
費
は
返
還
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
現

在
か
か
っ
て
い
る
医
療
機
関
に
そ
の

旨
を
伝
え
、
新
し
い
保
険
証
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

【
修
学
の
た
め
、
市
外
に
住
所
を
定

め
る
と
き
】

　
修
学
の
た
め
に
市
外
に
転
出
し
た

場
合
や
、
手
続
き
を
し
て
保
険
証
を

持
っ
て
い
る
人
が
学
生
で
な
く
な
っ

た
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
で
の
手
続
き
に

つ
い
て
は
右
表
を
参
照
。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
。

平成２４年（２０１２）４月１日号（１４）


